
●孤独死と自殺の実態 

 いまや社会問題となっている孤独死。都市再生機構の運営管理する賃貸住宅約77万戸（1811団地）に

おいて、2007年度には589人が誰にも看取られずに死亡しており、うち68％は高齢者でした。 

 東京都監察医務院の統計によれば、自宅で死

亡した１人暮らし高齢者の6割以上は家族以外

の人に発見されており、孤独死は誰にでも発生

する時代となっています。 

 今や年間３万人以上が自殺する自殺大国日

本、その自殺者の実に4割近くを60歳以上が占

めておりこちらも社会問題になっています。 

自殺原因は健康問題が6割と圧倒

的。 

 せっかく長生きしても、経済的

にも精神的にも安心して生きるこ

とができない日本、一刻も早い改

革が必要となっています。 

●高齢女性の半数はおひとりさま 

 65歳以上で配偶者がいる割合は男性で81.8％なのに

対し、女性は47.1％、女性の方が圧倒的に「おひとりさま」

が多いのが実態。高齢者の未婚率は現在は男性2.4％、女性

3.9％ですが、若い世代の未婚率上昇で家族のいない高齢

者はさらに増えるでしょう。 

 一人暮らし高齢者の63％が「心配ごとがあ

る」と回答しており、そのうち30.7％は「頼れ

る人がいない」と回答しています。実際左表の

ように、緊急連絡先を娘や息子、兄弟とする人

が圧倒的ですが、家族がいなければ近所の人や

知人をたよりにするほかなく、切実な問題とい

えそう。 

●急速な高齢化 

 100歳を迎えるお年寄りは年間2万人、

今年から記念の銀杯の大きさが縮小と

なったのは記憶に新しいところです。長生

きを「おめでたい」と言っていられない時

代になってきています。 

 65歳以上の高齢者は人口の22.1％を

占めていますが、現在20歳の若者が65

歳となる2055年は、実に人口

の4割が高齢者になっていると

予測されています。世界一の高

齢国へ一直線です。 
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